
※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５
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市
長
と
気
軽
に
話
を
し
て
み

  

ま
せ
ん
か
？

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
か
ら
市
長

が
直
接
話
を
聞
き
、
市
政
に
生
か

す
た
め
、「
市
民
と
市
長
の
対
話

集
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
、
市

長
が
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
用
い
て
説

明
し
ま
す
。
日
程
な
ど
は
調
整
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、秘
書
広
報
課（
市

役
所
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

「
本
庄
准
看
護
学
校
学
校
説
明  

   
会
」
を
開
催

日
程　
８
月
６
日
㈭

対
象　
平
成
28
年
４
月
入
学
希
望  

   

者
※
病
院
や
施
設
で
働
い
て
い
な
い

人
も
入
学
で
き
ま
す
。

申
込　
７
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
電

　
話
で
左
記
へ

★
本
庄
准
看
護
学
校
☎
�
１
０
４

　
１

介
護
保
険
料
の
所
得
第
１
段
階

の
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す

　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
、

介
護
保
険
料
の
所
得
第
１
段
階
に

属
す
る
被
保
険
者
の
保
険
料
が
次

の
と
お
り
減
額
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
率　

　
変
更
前　
０
・
５

　
変
更
後　
０
・
45

月
額
（
年
額
）
保
険
料

　
変
更
前　
２
、
５
０
０
円

　
　
　
　
（
３
０
、
０
０
０
円
）

　
変
更
後　
２
、
２
５
０
円

　
　
　
　
（
２
７
、
０
０
０
円
）

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
７
１

　
９

 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が  

 

発
売

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
７
億
円
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
７
、
０
０
０
万
と
同
時
発

売
で
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　
７
月
８
日
㈬
～
31
日

　
㈮

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振
興

　
協
会
☎
０
４
８
―
８
２
２
―
５

　
０
０
４

「
自
立
支
援
の
た
め
の
無
料  

  

相
談
会
」
を
開
催

　
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い

な
ど
、
働
く
こ
と
に
悩
み
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
若
者
や
そ
の
家
族

に
、
就
労
な
ど
に
向
け
た
自
立
支

援
の
た
め
の
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

日
時　
７
月
23
日
㈭
・
８
月
27
日

　
㈭
・
９
月
24
日
㈭　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人

定
員　
各
４
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

＊
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

★
深
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
☎
０
４
８
―
５
７
７
―
４
７

　
２
７

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告 

  

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

毎
月
３
２
、５
０
０
部
発
行
の

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

広
告
媒
体　
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う（
毎

　
月
１
日
発
行
）

募
集
期
間　
７
月
31
日
㈮
ま
で（
必

　
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

　
す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

　
最
下
段

②
募
集
枠
数　
２
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　
お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　
３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

　
円

⑥
掲
載
期
間　
10
月
～
12
月
号（
３

　
号
分
）

※
10
月
号
か
ら
最
長
で
平
成
27
年

３
月
ま
で
（
６
号
分
）
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

　
接
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係（
市

　
役
所
３
階
）
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
秘
書

　
広
報
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　
た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③
業
務
内
容
な
ど
が
わ
か
る
書
類  

 

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

④
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

　
の
場
合
）

郵
送
先

　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
秘
書
広
報
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

　
よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報

ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
秘
書
広
報
課
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

 

平
成    27
年
度
児
玉
郡
市
広
域  

 

市
町
村
圏
組
合
職
員
採
用
試  

 

験
を
実
施

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
職
員　
１
人
程
度

　
消
防
職
員　
７
人
程
度 

受
験
資
格

一
般
事
務
職
員　
平
成
元
年
４
月

　
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

消
防
職
員　
平
成
２
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

・
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法

　
律
第
２
６
１
号
）
第
16
条
に
規

　
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る

　
人

試
験
方
法
・
試
験
日

１
次
試
験　
９
月
20
日
㈰

　
教
養
試
験
（
高
卒
程
度
）
・
作

　
文
試
験

２
次
試
験　
10
月
下
旬
予
定

　
集
団
討
論
面
接
試
験
（
消
防
職

　
員
の
み
体
力
試
験
）

３
次
試
験　
11
月
上
旬
予
定

　
個
人
面
接
試
験

身
体
検
査　
11
月
下
旬
予
定

申
込　
７
月
27
日
㈪
か
ら
８
月
４

　
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
自
筆
で
記
入
し
、
児
玉

　
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
総
務

　
課
へ
受
験
者
本
人
が
提
出

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
市

町
村
圏
組
合
総
務
課
（
土
・
日
・

休
日
を
除
く
）
で
配
布
し
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用

封
筒
（
Ａ
４
版
が
入
る
封
筒
に
宛

名
を
記
入
し
、
１
４
０
円
切
手
を

貼
付
）
を
同
封
し
、
左
記
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
先

　
〒
３
６
７
―
０
２
０
４

　
児
玉
町
蛭
川
９
１
５
番
地
１

　
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
総
務
課
管
理
係

★
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
総
務
課
☎
�
２
２
４
１

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

お
知
ら
せ

本庄市観光協会の新会長として
　本庄市はいま、観光に力を入れるべき時期に来てい
ると私は強く感じています。
　合併して10年。市を代表する施設が完成しつつあり
ます。｢はにぽんプラザ」は、山車も置ける展示ホール
や観光案内のスペースも備えている施設です。また７
月４日には新しい塙保己一記念館が開館します。さら
に市では、富岡製糸場などの世界文化遺産とつながる、
競進社模範蚕室の周辺と旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の整
備も進めていきます。
　民間では、工場見学に加えミュージアムを併設した
ボトルウォーターの工場が完成。すでに工場見学を実
施しているアイスクリームメーカーの工場や、上里町
に建設中の洋菓子メーカーの工場などと連携すること
で、当地に産業観光の大きな拠点が誕生します。
　市民のみなさんや企業・団体の力による、公園や花
の名所での新しいイベントも盛り上がりつつあり、｢つ
みっこ」や「はにぽん」も、市民の手で育ちつつあり
ます。フィルムコミッションやまちの駅ネットワーク

本庄など、市民による組織も旺盛に活動しています。
　以上のようなさまざまな地域資源を内外に向けてさ
らに大きくＰＲ、売り込んで行くために、市では今年
を観光元年と名付け、従来の商工課を商工観光課と
名称変更し、観光政策に積極的に取り組む方針を打
ち出しました。先日の私の台湾訪問もその一環です。
　このように市の観光政策を充実・発展させていくた
めには、市長自ら観光協会の会長の任をあたることが
良いと、当時の高橋福八会長のご提案とみなさんのご
同意により、さる５月26日の本庄市観光協会総会にお
いて、私は新たに会長に就任させていただきました。
　今後掲げるべき方針として、一つ、信頼される観光
政策。二つ、公正な観光政策。三つ、実行力ある観光
政策を掲げました。
　観光政策は市民のみなさんが主人公であり、今後は
みなさんと共にプランを練り、充実発展させていきた
いと考えておりますので、ご支援とご協力をよろしく
お願いいたします。　　　　　　　　　  　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　   本庄市長


